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市民参加懇談会について 
－活動の目的と内容のご説明－ 

 
 

原子力委員会 
市民参加懇談会 

 
原子力委員会は、原子力基本法において、設置することが定められて
います。その目的は、原子力の研究、開発及び利用に関する国の施策を
計画的に遂行するとともに、原子力行政の民主的な運営を図ることにあ
ります。また、原子力委員会は、原子力の研究、開発及び利用に関する
事項について企画し、審議し、及び決定することが任務として定められ
ています。これに基づき、「原子力の研究、開発及び利用に関する長期
計画」も策定されています。 

 
１．市民参加懇談会設置の趣旨 
「原子力の研究、開発及び利用に関する長期計画」（平成１２年１１
月２４日原子力委員会決定）では、原子力政策は、国民・社会との関係
をこれまで以上に重視し、国民の信頼、立地地域との共生などを大前提
として進めていかなければならないことを指摘しています。 
しかしながら、同計画決定後に、原子力政策を取り巻く状況は一層厳
しさを増しており、あらためて、国民・社会との信頼関係を再構築する
ための努力が強く求められています。 
そこで、原子力政策の策定プロセスにおける市民参加の拡大を図り、
原子力政策に対する市民との信頼関係を確立するための方策を検討し
ます。このような目的を果たすために、市民参加懇談会を設置しました。 

 
２．各々の活動の目的と内容 
（１）「市民参加懇談会」コアメンバー会議 
学識経験者、ジャーナリスト、オピニオンリーダー等、多様な立場
の方々からなる専門委員をメンバーとした、『「市民参加懇談会」コ
アメンバー会議』を設置します。会議においては、地域での懇談会を
どのように開催していくか、といったことをはじめ、原子力政策策定
への市民参加の拡大を目指した、さまざまな方策について企画・検討
していきます。 
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（２）地域での懇談会開催 
原子力政策における合意形成のあり方の一つとして、政策の策定プ
ロセスや原子力行政について、直接市民の方々のご意見をうかがい
（広聴）、それを政策策定の場に直接報告していくこと（フィードバ
ック）、さらにこれらを繰り返していくことが重要であるとの認識の
下、「市民との懇談会」を開催していきます。 
懇談会の開催にあたっては、広く市民の方々からご意見をうかがう
「広聴」を目的とし、会の開催日、会場、進行の仕方、テーマ、参加
者等についても、開催地域の方々と共にアイデアを出し合い、ご相談
しながら進めていきたいと考えています。 
また、懇談会は、できるだけ多くの方々の「ご意見をうかがう場」
であり、コアメンバーは、市民の方々からのご意見・ご提言に耳を傾
け、適切な判断によって、その結果を原子力委員会に報告・提案いた
します。 
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「市民参加懇談会」コアメンバー会議構成員 

 
 

 

木元 教子 （きもと のりこ）  主任原子力委員 

 

碧海 酉癸 （あおみ ゆき）   消費生活アドバイザー 

新井 光雄 （あらい みつお）  エネルギージャーナリスト 

井上 チイ子（いのうえ ちいこ） 生活情報評論家（ＮＰＯ法人 くらし、
環境、エネルギーネット理事長） 

岡本 浩一 （おかもと こういち）東洋英和女学院大学人間科学部教授 

小川 順子 （おがわ じゅんこ） WIN－Global、WIN－Japan会長 

小沢 遼子 （おざわ りょうこ） 社会評論家 

加藤 秀樹 （かとう ひでき）  構想日本代表 

蟹瀬 誠一 （かにせ せいいち） ジャーナリスト、キャスター 

吉川 肇子 （きっかわ としこ） 慶應義塾大学商学部助教授 

高木 美也子（たかぎ みやこ）  日本大学総合科学研究所教授 

東嶋 和子 （とうじま わこ）  ジャーナリスト 

中村 浩美 （なかむら ひろみ） 科学ジャーナリスト 

松田 美夜子（まつだ みやこ）  生活環境評論家（廃棄物とリサイクル） 

吉岡 斉  （よしおか ひとし） 九州大学大学院比較社会文化研究院教授 
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市民参加懇談会のこれまでの活動 

○市民参加懇談会 

平成１４年 

１月１５日 「市民参加懇談会 inかりわ」 於：刈羽村老人福祉センター 

・わたし達は今後、どういう暮らし方を選択するのか 

・エネルギー供給のあり方は、どうあったらよいか 

７月２４日 「市民参加懇談会 in東京」 於：四ツ谷 主婦会館 

・日本のエネルギーの需要と供給はどうあったらいいか 

・原子力発電は必要か、あるいは不要なのか 

・原子力政策決定過程と市民のかかわり 

１１月１９日 「市民参加懇談会 in東京」（第２回） 於：東京ｳｨﾒﾝｽﾞﾌﾟﾗｻﾞ 

・知りたい情報は、届いているのか 

～東京電力の不正記載を契機として～ 
平成１５年 

 ３月１５日 「市民参加懇談会 in青森」 於：男女共同参画ﾌﾟﾗｻﾞ[ｶﾀﾞｰﾙ] 

・知りたい情報は届いていますか 

 ～核燃料サイクルについて考える～ 

 ６月２８日 「市民参加懇談会 in敦賀」 於：福祉総合ｾﾝﾀｰ[あいあいﾌﾟﾗｻﾞ] 

・原子力と地域社会 

 ～原子力が地域にもたらすプラスとマイナスを考える～ 

 １０月１４日 「市民参加懇談会 inさいたま」 於：ラフレさいたま 

・「この夏の電力危機とは何だったのか」 
～電力の消費地から安定供給を考える～ 

 平成１６年 

    ３月２７日 「第７回市民参加懇談会 ～原子力長期計画へのご意見を述べ

ていただく場として～」 於：銀座フェニックスプラザ 

    ５月２２日 「市民参加懇談会ｉｎ福島・ふたば」 於：パレス華の樹 

          ・「原子力と暮らし」～これまでと これから～ 

○コアメンバー会議 

コアメンバー会議は、これまで１９回開催しており、地域での懇談会をどのよう

に開催していくかといったことをはじめ、原子力政策策定への市民参加の拡大を目

指したさまざまな方策について企画・検討しています。 


